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　ＣＹ７０４５　ミキサ－特性測定
ＣＹＴＥＣ　２０１６／１０

１）ミキサ－・テスト回路 シングル入力・シングル出力

入力信号＝７ＭＨｚ、ＶＦＯ信号＝１６ＭＨｚ、出力信号＝９ＭＨｚ

２）ミキサ－へのＶＦＯ入力レベルは

　　測定方法　　　　ＲＦ入力レベル＝－６０ｄＢｍ　一定にする。

　　　　　　　　　　　　ＶＦＯ入力レベルを、変化させて出力レベルを、測定する。

ＶＦＯレベル（ｄＢｍ） 出力レベル（ｄＢｍ）
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グラフより、

最適ＶＦＯ入力レベルは、

０ｄＢｍ～＋５ｄＢｍ　位です。

推奨レベルは、＋５ｄＢｍ　です。
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３）ミキサ－としての最大入力レベルは

　測定方法　　　　ＶＦＯ入力レベル＝＋５ｄＢｍ　　一定とする。

　　　　　　　　　　ＲＦ入力レベルを、変化させて出力レベルを測定する。

ＲＦ入力レベル（ｄＢｍ） 出力レベル（ｄＢｍ）

-80 -52.8

-75 -48.7

-70 -43.7

-65 -39.1

-60 -34.5

-55 -29.3

-50 -24.4

-45 -19.4

-40 -14.5

-35 -9.4
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-30 -4.7

グラフより、ミキサ－の扱える最大入力は、

思われます。

－３５ｄＢｍ＝４ｍＶ（ｒｍｓ）

この値を超えると、スプリアスが増えます。

４）ミキサ－としての変換利得は

　測定方法　　　　ＶＦＯ入力レベル＝＋５ｄＢｍ　　一定とする。

　　　　　　　　　　　ＲＦ入力レベルを、変化させて出力レベルを測定する。

ＲＦ入力レベル（ｄＢｍ） 出力レベル（ｄＢｍ） 変換ゲイン（ｄＢ） 左のグラフから、変換時の利得は、

-80 -52.8 27.2

-75 -48.7 26.3

-70 -43.7 26.3

-65 -39.1 25.9

-60 -34.5 25.5

-55 -29.3 25.7

-50 -24.4 25.6

-45 -19.4 25.6

-40 -14.5 25.5

-35 -9.4 25.6

-33 -7.4 25.6

-30 -4.7 25.3

５）その他

１）ＶＦＯの入力端子としては、２番ピンも使えます。今回、２番ピンで実験した結果、あまりゲインが

　　とれないため、入力ピンを４番ピンとしました。本来は、２番ピンに入力した方が、入力レベルが

　　小さくて良いはずですが、今回は、それが再現出来ませんでした。

－３５ｄＢｍ（テスト回路にて）程度と、

　　２５ｄＢ程度だと思われます。
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